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府中市政世論調査について 

 

 府中市で、毎年実施してまいりました世論調査も、今回で第 46 回となります。 

 この世論調査は、市政に対するご意見・ご要望をお聞きし、諸施策に対する市民の皆様の

考えを把握することによって、今後の市政運営上の参考にさせていただくことを目的として

おります。 

 今回は市政全般のほか、「府中市市民協働に関する基本方針」「文化センター圏域コミュ

ニティ協議会」「男女共同参画社会」「環境美化」「環境問題に対する取組み」「生物多様

性地域戦略」「保存樹木制度」についてお聞きしました。 

 本書は、調査結果の一部をまとめた概要版です。 

 ご協力いただきました市民の皆様に、心からお礼を申しあげます。 

 

調査の方法 

  調査の地域 ：府中市全域 

  調査対象者 ：府中市在住の満２０歳以上の男女 

  標本数           ：１,000 人 

  抽出方法         ：地点を用いた二段抽出法 

                     （住民基本台帳の登録人口を 11 の文化センター地区に分け、 

                       その構成比により無作為に抽出する方法） 

  調査方法         ：面接聴取法 

  調査期間         ：平成 26 年６月 10 日(火)～平成 26 年７月 25 日(金) 

  有効回収数（率） ：８４４(84.4％) 

 

調査の内容 

 １．住み心地 

 ２．住まいの環境 

 ３．生活の満足度 

 ４．定住意向 

 ５．市政に関する関心度 

 ６．市への要望 

〈第４６回特設設問〉 

  ７．府中市市民協働に関する基本方針 

  ８．文化センター圏域コミュニティ協議会 

  ９．男女共同参画社会 

 １０．環境美化 

 １１．環境問題に対する取組み 

 １２．生物多様性地域戦略 

 １３．保存樹木制度 
 

注意事項 

 本書をご覧になる場合、次の点に注意してください。 

 （１） 百分率(％)の計算は、小数点第 2 位を四捨五入して表示しています。このため、単

数回答（1 つだけ選ぶ設問）に表示された百分率を足し合わせても 100％にならない場合が

あります。また、複数回答（2 つ以上選んでよい設問）の設問の場合、百分率を足し合わせ

ると 100％を超える場合があります。 

 （２） 図、表に表示された「n」は、各設問に対する回答者数を表します。 
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回答者の属性 

 

 有効回答数８４４件の属性別回答者数と構成比を表します。 

 

 

[性別] [職業]
回答者数 構成比(％) 回答者数 構成比(％)

１．男性 358 42.4 １．事務職 88 10.4

２．女性 486 57.6 ２．専門・技術職 154 18.2

（無回答） 0 0.0 ３．労務・サービス職 69 8.2

４．役員・管理職 38 4.5

５．商・工・サービス業 30 3.6

６．自由業 21 2.5

[未婚・既婚] ７．農林漁業 2 0.2

回答者数 構成比(％) ８．内職･パート･フリーター 103 12.2

１．未婚 183 21.7 ９．主婦(家事専業) 190 22.5

２．既婚(離別・死別含む) 648 76.8 10．学生 15 1.8

（無回答） 13 1.5 11．無職 122 14.5

（無回答） 12 1.4

[ライフステージ]
[年齢] 回答者数 構成比(％)

回答者数 構成比(％) 独身期 113 13.4

１．20～29歳 78 9.2 家族形成期 96 11.4

２．30～39歳 161 19.1 家族成長前期 95 11.3

３．40～49歳 192 22.7 家族成長後期・家族成熟期 124 14.7

４．50～59歳 111 13.2 高齢期 76 9.0

５．60～69歳 144 17.1 高齢者世帯 158 18.7

６．70歳以上 158 18.7 その他 158 18.7

（無回答） 0 0.0 （無回答） 24 2.8

[地区]
総人口 対象者数 調査数 回答率(％) 回答者数 構成比(％)

紅葉丘文化センター地区 21,948 17,290 80 77.5 62 7.3

白糸台文化センター地区 29,199 23,881 120 81.7 98 11.6

押立文化センター地区 8,194 6,520 30 76.7 23 2.7

是政文化センター地区 24,679 19,579 100 77.0 77 9.1

住吉文化センター地区 26,565 21,178 100 90.0 90 10.7

片町文化センター地区 29,015 24,226 120 79.2 95 11.3

中央文化センター地区 39,377 32,337 160 90.6 145 17.2

新町文化センター地区 27,065 21,654 110 88.2 97 11.5

武蔵台文化センター地区 15,622 12,837 60 88.3 53 6.3

西府文化センター地区 18,090 14,176 70 90.0 63 7.5

四谷文化センター地区 13,183 10,183 50 82.0 41 4.9

252,937 203,861 1,000 84.4 844 100.0

※上記対象者数は、平成26年４月１日現在の満20歳以上の人口である。

合　計
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全　体
(n=844)

住みよい
58.5%

どちらかと
いえば住み
よい
  35.5%

どちらかと
いえば住み
にくい
　3.9%

住みにくい
0.5% 無回答

1.5%

【住み心地】について 

 

■府中市は住みよいところだと感じるか（n=844） 

 「住みよい」と「どちらかといえば住みよい」を合わせると、９割半ばが『府中市は住み

よい』と感じている。 

 

「住みよい」(58.5%)、「どちらかとい

えば住みよい」(35.5%)を合わせた『住み

よいと感じる』割合は、９割半ば(94.0%)

にのぼる。 

また、「住みにくい」(0.5%)、「どち

らかといえば住みにくい」(3.9%)を合わ

せた『住みにくいと感じる』割合は 4.4％

にとどまっている。 

 

 

        図１ 住み心地 
 

 「住みよい」と「どちらかといえば住みよい」を合わせた『住みよいと感じる割合』は年

代別では、「40 歳代」(95.9%)が最も高く、「20 歳代」(87.2%)が最も低い。 
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年
代

別

住みよい どちらかといえば住みよい どちらかといえば住みにくい 住みにくい 無回答

年
代
別

 

図２ 住み心地(年代別) 
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図３ 経年別推移 
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【住まいの環境】について 

 

■身近な住まいの環境についての率直な感想（n=844） 

「緑の豊かさ」「排水の便」「風通し、日当たり」「交通の便」「日常の買い物の便」に

ついては７割以上が『非常によい』『まあよい』と感じている。また、『あまりよくない』

『非常に悪い』と感じる割合が高いのは、「騒音や振動の防止」「蚊やハエの発生の防止」

「日常の買い物の便」「交通安全対策」「医療施設」の順になっている。 

[n=844]
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1.3

1.8

1.3

1.8

1.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①日常の買い物の便

②交通の便

③火災や災害時の安全性

④風通し、日当たり

⑤排水の便

⑥空気

⑦騒音や振動の防止

⑧交通安全対策

⑨蚊やハエの発生の防止

⑩公園・遊び場

⑪緑の豊かさ

⑫防犯や風紀

⑬公共施設

⑭医療施設

非常によい まあよい どちらともいえない あまりよくない 非常に悪い 無回答
 

図４ 身近な住まいの環境についての感想 
 

[n=844]

順位 項　目
非常によい　 　または
まあよい　  　　 (％) 順位 項　目

あまりよくない または
非常に悪い　　 　(％)

1位 ⑪緑の豊かさ 86.1 1位 ⑦騒音や振動の防止 18.6

2位 ⑤排水の便 82.2 2位 ⑨蚊やハエの発生の防止 16.6

3位 ④風通し、日当たり 78.9 3位 ①日常の買い物の便 15.4

4位 ②交通の便 76.6 4位 ⑧交通安全対策 12.7

5位 ①日常の買い物の便 72.8 5位 ⑭医療施設 10.1

6位 ⑬公共施設 69.5 6位 ②交通の便 9.6

7位 ⑩公園・遊び場 69.4 7位 ⑩公園・遊び場 8.7

8位 ⑥空気 67.6 8位 ⑥空気 8.6

9位 ⑭医療施設 62.0 9位 ④風通し、日当たり 8.4

10位 ⑫防犯や風紀 58.7 10位 ⑫防犯や風紀 8.1

11位 ③火災や災害時の安全性 52.5 11位 ⑬公共施設 6.6

12位 ⑦騒音や振動の防止 52.1 12位 ③火災や災害時の安全性 4.7

13位 ⑧交通安全対策 50.7 13位 ⑤排水の便 3.0

14位 ⑨蚊やハエの発生の防止 41.9 14位 ⑪緑の豊かさ 2.1  

表１ 『よい』と感じる割合の順               表２ 『悪い』と感じる割合の順 



 

5

全　体
(n=844)

無回答
1.9%

不満である
2.5%どちらかといえ

ば不満である
　　9.8%

どちらかといえ
ば満足している
　　57.8%

満足している
28.0%

【生活の満足度】について 

 

■現在の生活にどの程度満足しているか（n=844） 

 「満足している」「どちらかといえば満足している」を合わせると、8 割半ばが『生活に

満足している』と感じている。 
 

 

「満足している」(28.0%)、「どちらかとい

えば満足している」(57.8%)を合わせた『生活

に満足していると感じる』割合は、8 割半ば

(85.8%)を占める。 

また、「不満である」(2.5%)、「どちらかと

いえば不満である」(9.8%)を合わせた『生活に

不満を感じる』割合は、１割程度(12.3%)にす

ぎない。 

 

 

             図５ 生活の満足度 
 

 

 年代別では、「満足している」と「どちらかといえば満足している」を合わせた『生活に

満足していると感じる』割合は、「4０歳代」(89.1%)が最も高く、「20 歳代」(80.7%)

が最も低い。 
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40歳代(n=192)

50歳代(n=111)

60歳代(n=144)

70歳以上(n=158)

年
代

別

満足している どちらかといえば満足している どちらかといえば不満である 不満である 無回答

年
代
別

 

図６ 生活の満足度(年代別) 
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全　体
(n=844)

無回答
1.4%

市外に移りたい
1.1%できれば市外に

移りたい
　　3.7%

当分は
住むつもり
  42.7%

ずっと
住むつもり
  51.2%

【定住意向】について 

 

■今後も府中市に住み続けたいと思うか（n=844） 

 「ずっと住むつもり」「当分は住むつもり」を合わせると、９割半ばが『今後も府中市に

住み続けたい』と感じている。 

 

 

「ずっと住むつもり」(51.2%)、「当分は住

むつもり」(42.7%)を合わせた『住み続けたい

と感じている』割合は、９割半ば(93.9%)を占

める。 

また、「市外に移りたい」(1.1%)、「できれ

ば市外に移りたい」(3.7%)を合わせた『市外に

移りたいと感じている』割合は、4.8％である。 

 

 

 

             図７ 定住意向 

 

 年代別では、「ずっと住むつもり」と「当分はずっと住むつもり」を合わせた『住み続け

たいと感じている』割合は、「7０歳以上」(97.4%)が最も高く、「20 歳代」(87.2%)が最

も低い。 
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年
代

別

ずっと住むつもり 当分は住むつもり できれば市外に移りたい 市外に移りたい 無回答

年
代
別

 

図８ 定住意向(年代別) 



 

7

全　体
(n=844)

無回答
1.4%

まったく
関心がない
　2.8%

あまり
関心がない
  30.7%

ある程度
関心がある
  55.2%

非常に
関心がある
　9.8%

【市政に対する関心度】について 

 

■市政にどの程度関心を持っているか（n=844） 

 「非常に関心がある」「ある程度関心がある」を合わせると、６割半ばが市政に関心を持

っている。 

 

 

「非常に関心がある」(9.8%)、「ある程度関

心がある」(55.2%)を合わせた『市政に関心が

ある』割合は 65.0%で、６割半ばが市政に関心

を持っている。 

一方、『市政に関心がない』割合は、「まっ

たく関心がない」(2.8%)、「あまり関心がない」

(30.7%)を合わせた 33.5％である。 

 

 

 

         図９ 市政に対する関心度 

 

 年代別では、「非常に関心がある」と「ある程度関心がある」を合わせた『市政に関心が

ある』割合は、「7０歳以上」(84.8%)が最も高く、「20 歳代」(37.2%)が最も低い。 

 

9.8

6.4

6.8

6.3

12.6

11.1

15.8

55.2

30.8

47.8

59.4

47.7

61.8

69.0

51.3

35.1

9.0

1.8

13.9

22.9

32.3

39.1

30.7

2.1

2.1

4.3

2.8

0.6

2.1

0.6

2.7

1.9

2.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体(n=844)

20歳代(n= 78)

30歳代(n=161)

40歳代(n=192)

50歳代(n=111)

60歳代(n=144)

70歳以上(n=158)

年
代

別

非常に関心がある ある程度関心がある あまり関心がない まったく関心がない 無回答

年
代
別

 

図１０ 市政に対する関心度(年代別) 
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【市への要望】について 

 

■府中市に対しこれから特に力を入れてほしいこと（n=844：複数回答） 

市への要望として、「高齢者福祉対策」(41.6％)が最も高く、次いで「防犯・風紀対策」

(29.1％)、「市民の健康管理対策」(18.5％)、「清掃・環境整備対策」(16.1％)、「保育行

政の充実」(14.3％)の順になっている。 

 

[n=844:複数回答]

41.6

29.1

18.5

16.1

14.3

12.3

12.2

12.1

12.1

11.8

11.1

9.8

9.2

8.2

7.9

7.8

7.1

6.4

6.4

5.8

5.2

5.5

2.7

1.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

高齢者福祉対策

防犯・風紀対策

市民の健康管理対策

清掃・環境整備対策

保育行政の充実

道路の整備

消防・防災対策

自然保護対策

消費者対策

公園・緑地の整備

学校施設の整備

交通安全対策

障害者福祉対策

産業の振興

区画整理・市街地再開発の推進

幼児教育の充実

スポーツ・レクリエーションの振興

市営住宅の拡充

芸術・文化の振興

勤労者福祉対策

公害防止対策

その他

特にない

無回答

(%)

 

図１１ 市への要望 
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上位５項目について平成 17 年度からの順位変動を見ると、今年度１位の「高齢者福祉対

策」は、平成 17 年度を除くと常に１位となっている。２位の「防犯・風紀対策」は、常に

３位以内に入っている。３位の「市民の健康管理対策」は、常に４位以内に入っている。４

位の「清掃・環境整備対策」は、平成 24 年度以外は上位５項目に入っている。５位の「保

育行政の充実」は、平成 17 年度以降では初めて上位５項目に入った。 

 

 

ｎ １位 ２位 ３位 ４位 ５位

平成 高齢者福祉対策 防犯・風紀対策 市民の健康管理対策 清掃・環境整備対策 保育行政の充実

26年 41.6% 29.1% 18.5% 16.1% 14.3%

高齢者福祉対策 防犯・風紀対策 清掃・環境整備対策 市民の健康管理対策 消防・防災対策

38.2% 24.5% 18.7% 17.5% 14.2%

高齢者福祉対策 防犯・風紀対策 市民の健康管理対策 交通安全対策 消防・防災対策

35.6% 28.1% 17.8% 17.3% 15.2%

高齢者福祉対策 防犯・風紀対策 清掃・環境整備対策 市民の健康管理対策 消防・防災対策

34.4% 26.7% 18.1% 17.0% 16.4%

高齢者福祉対策 市民の健康管理対策 防犯・風紀対策 清掃・環境整備対策

43.5% 27.0% 21.9% 19.6%

高齢者福祉対策 防犯・風紀対策 清掃・環境整備対策 市民の健康管理対策 消費者対策

42.0% 27.0% 26.6% 20.0% 16.1%

高齢者福祉対策 防犯・風紀対策 清掃・環境整備対策 市民の健康管理対策 消費者対策

42.2% 30.6% 25.8% 18.3% 15.3%

高齢者福祉対策 清掃・環境整備対策 防犯・風紀対策 市民の健康管理対策 消費者対策

41.8% 32.0% 31.8% 16.1% 12.4%

高齢者福祉対策 防犯・風紀対策 清掃・環境整備対策 市民の健康管理対策 自然保護対策

42.7% 34.5% 17.6% 14.5% 13.5%

防犯・風紀対策 高齢者福祉対策 清掃・環境整備対策 市民の健康管理対策 道路の整備

42.1% 38.1% 17.3% 15.7% 13.2%
17年 851

19年 892

18年 882

自然保護対策
消費者対策

15.7%

21年 881

20年 889

23年 835

22年 889

844

25年 836

24年 846

 
表３ 経年推移 (上位５位) 

 

35.6

38.2

41.642.1

34.5

31.8
30.6

27.0 26.7
28.1

24.5

29.1

15.7 16.1

18.3
20.0

17.0

17.3 17.6 18.1

9.9
11.2

10.2
12.1

10.7
12.1

10.1

12.6
13.9 14.3

34.4

42.2 42.0
43.5

38.1

41.8
42.7

21.9

14.5

27.0

17.8

17.5

18.5

19.6

14.3

18.7

16.1

26.625.8

32.0

0

25

50

17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年

(％)

高齢者福祉対策 防犯・風紀対策 市民の健康管理対策 清掃・環境整備対策 保育行政の充実

平成
17年

 

図１２ 経年推移(上位５位) 
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全　体
(n=844)

無回答
1.7%

知らない
77.0%

知っているが、
内容は理解して
いない
　 18.4%

知っているし、
内容もある程度
理解している
　　3.0%

[n=180:複数回答]

86.7

14.4

4.4

4.4

0.0

1.7

3.3

0 20 40 60 80 100

広報ふちゅう

市ホームページ

図書館

市民協働推進シンポジウム
などのイベント　　　　　

市政情報公開室

その他

無回答

(%)

【府中市市民協働に関する基本方針】について 

 

■「協働」という言葉を知っているか（n=844） 

 「協働」という言葉について、「知らない」(58.4%)が６割近くを占めている。一方、「よ

く知っている」(9.6%)は１割に満たない。 

 

全　体
(n=844)

よく知って
いる
　 9.6%

聞いたこと
がある
 31.5%

知らない
58.4%

無回答
0.5%

 

図１３ 「協働」という言葉を知っているか 

 

 

■「府中市市民協働の推進に関する基本方針」を知っているか（n=844） 

 「府中市市民協働の推進に関する基本方針」を、「知らない」(77.0%)が８割近くを占め

ている。一方、「知っているが、内容は理解していない」(18.4%)、「知っているし、内容

もある程度理解している」(3.0%)の、『知っている』割合は低い。「基本方針」を知り得た

方法として、８割半ばの人が「広報ふちゅう」(86.7%)を挙げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図１４ 基本方針を知っているか                 図１５ 基本方針を知り得た方法 



 

11

■協働によるまちづくり（n=844） 

 協働によるまちづくりに対する考えは、「今後、充実していくことが望ましい」(42.4%)

が４割を超えている。次いで、「協働の意味や効果、範囲がわかりにくいので、なんともい

えない」(38.7%)、「協働は必要だが、まちづくりは行政主導で進めることが望ましい」

(7.3%)、「協働には手間や時間がかかると思うので、あまりやりたくない」(3.7%)となっ

ている。 

 

全　体
(n=844)

無回答
2.4%

その他
1.5%

協働は特に必要とは
思わない
　　　 0.8%

協働には手間や時間
がかかると思うの
で、あまりやりたく
ない
　　　 3.7%

協働の意味や効果、
範囲がわかりにくい
ので、なんともいえ
ない
　　　38.7%

協働は必要だが、ま
ちづくりは行政主導
で進めることが望ま
しい
　　　7.3%

今後、充実していく
ことが望ましい
　　 42.4%

積極的に関わりたい
3.1%

 

図１６ 協働によるまちづくり 

 

■協働で実施する事業に参加したことがあるか（n=844） 

 協働で実施する事業への参加は、「参加したことはない」(62.9%)が６割を超えて最も高

い。次いで、「参加したことがある」(33.4%)、「参加したこともあるし、運営スタッフと

して参加したこともある」(3.0%)となっている。 

 

全　体
(n=844)

参加したこと
がある
　 33.4%

参加したこと
もあるし、運
営スタッフと
して参加した
こともある
　　3.0%

参加した
ことはない
　62.9%

無回答
0.7%

 

図１７ 協働で実施する事業への参加 
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■協働によるまちづくりを進めるために、市が力を入れるべきこと（n=844） 

 協働によるまちづくりに、市が力を入れるべきことは、「市民、団体等の活動に役立つ様

々な情報を公開・提供する」(34.0%)が最も高い。次いで、「市民、団体等が、市の施策や

まちづくりに関われる仕組みをつくる」(25.9%)、「様々な団体間の交流ができる「場」や

「機会」を設ける」(17.3%)となっている。 

 

全　体
(n=844)

市民、団体等の活
動に役立つ様々な
情報を公開・提供
する
　　 34.0%

様々な団体間の交
流ができる「場」
や「機会」を設け
る
　　 17.3% 市民、団体等が、

市の施策やまちづ
くりに関われる仕
組みをつくる
　　 25.9%

協働事業に関する
相談や支援の窓口
を整備する
　　 10.3%

市民、団体等の活
動に役立つ講座や
研修会等を開催す
る
　　 5.1%

その他
3.4%

無回答
3.9%

 

図１８ 協働によるまちづくりに、市が力を入れるべきこと 
 

 

【文化センター圏域コミュニティ協議会】について 

 

■文化センター圈域コミュニティ協議会を知っているか（n=844） 

 文化センター圈域コミュニティ協議会を知っているかについて、「知らない」(52.8%)が

半数を超えている。一方、「知っている」(23.9%)は２割半ばとなっている。 

 

全　体
(n=844)

知っている
23.9%

聞いたことは
ある
　 22.5%

知らない
52.8%

無回答
0.7%

 

図１９ コミュニティ協議会を知っているか 
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■コミュニティ協議会の事業に参加したことがあるか（n=844） 

 コミュニティ協議会の事業への参加は、「参加したことがない」(63.3%)が６割を超えて

最も高い。一方、「年に数回程度参加している」(30.9%)、「ほぼ毎回参加している」(3.9%)

を合わせた『参加したことがある』割合は３割半ばにとどまっている。 

 

全　体
(n=844)

無回答
1.9%

参加したこと
がない
　 63.3%

年に数回程度
参加している

30.9%

ほぼ毎回参加
している
     3.9%

 

図２０ コミュニティ協議会の事業への参加 
 

 

■コミュニティ協議会に期待すること（n=844：複数回答） 

 コミュニティ協議会に期待することは、「地震などの自然災害に対する自主防災活動」と

「地域の高齢者・障害のある方などの見守り活動」(46.2%)が最も高い。次いで、「パトロ

ールなどの地域の安全・防犯活動」(45.9%)、「地域の児童・生徒の見守り活動」(45.0%)

が４割半ばで高い。 

[n=844:複数回答]

46.2

46.2

45.9

45.0

32.5

31.5

30.1

21.2

20.0

19.9

19.1

18.6

18.0

2.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

地震などの自然災害に対する自主防災活動

地域の高齢者・障害のある方などの見守り活動

パトロールなどの地域の安全・防犯活動

地域の児童・生徒の見守り活動

夏のお祭り

地域の美化・清掃活動

子どもが対象の行事

地域の歴史や文化を伝える活動

地域の運動・スポーツ活動

市とのパイプ役

地域の交通安全活動

地域の文化祭

高齢者・女性が対象の行事

無回答

(%)

 

図２１ コミュニティ協議会に期待すること 
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【男女共同参画社会】について 

 

■家庭における男女のあり方は、本来どのようにあるべきだと思うか（n=844） 

 家庭における男女のあり方は、「男女とも仕事をし、家事・育児もする」(63.0%)が６割

以上を占め最も高い。次いで、「特に考えはない」(16.5%)、「男性は仕事、女性は家事・

育児をする」(11.4%)の順になっている。 

全　体
(n=844)

無回答
2.1%

特に考えはない
16.5%

女性は仕事、男
性は家事・育児
をする
　　 0.0%

女性は仕事、男
性は主に家事・
育児をし、仕事
もする
　　 0.0%

女性は仕事、男
性は仕事も家事･
育児もする
　　 0.1%

男女とも仕事を
し、家事・育児
もする
　　63.0%

男性は仕事、女
性は仕事も家
事・育児もする
　　 1.1%

男性は仕事、女
性は主に家事・
育児をし、仕事
もする
　　 5.8%

男性は仕事、女
性は家事・育児
をする
　　11.4%

 

図２２ 家庭における男女のあり方 
 

■あなたの家庭での男女の状況はどのようになっているか（n=844） 

 実際の家庭内の男女の状況は、その他(主に同性のみ、ひとり暮らし、高齢者世帯)を除く

と「男性は仕事、女性は家事・育児をしている」(31.5%)が最も高く、次いで、「男女とも

仕事をし、家事・育児もしている」(20.0%)、「男性は仕事、女性は仕事も家事・育児もし

ている」(10.0%)の順に高くなっている。 

「男性は仕事、女性は家事・育児をしている」、「男性は仕事、女性は主に家事･育児をし、

仕事もしている」、「男性は仕事、女性は仕事も家事・育児もしている」を合わせた『男性

が仕事のみをしている家庭』が約半数となっている。一方、『男女とも仕事をし、家事・育

児もしている家庭』は２割にとどまっている。 

全　体
(n=844)

男性は仕事、女性
は家事・育児をし
ている
　　 31.5%

男性は仕事、女性
は主に家事・育児
をし、仕事もして
いる
　　　9.6%

男性は仕事、女性
は仕事も家事・育
児もしている
　　 10.0%

男女とも仕事を
し、家事・育児も
している
　　 20.0%

女性は仕事、男性
は仕事も家事・育
児もしている
　　　0.2%

女性は仕事、男性
は主に家事・育児
をし、仕事もして
いる
　　　0.2%

女性は仕事、男性
は家事・育児をし
ている
　　　0.7%

その他
24.8%

無回答
3.0%

 

図２３ あなたの家庭における男女の状況 
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■女性が職業を持つことについてどう思うか（n=844） 

 女性が職業を持つことへの考えについては、「子どもが生まれたらいったん職を辞め、子

どもが成長したら再び職に就くのがよい」(41.7％)が最も高く、次いで「結婚して子どもが

できても、職業を持ち続けるのがよい」(33.2％）、「特に考えはない」(13.6％)の順にな

っている。 

 

全　体
(n=844)

女性は職業に就か
ず、家事や育児、習
い事などに専念する
のがよい
　　　0.9%

特に考えはない
13.6%

子どもが生まれたら
いったん職を辞め、
子どもが成長したら
再び職に就くのがよ
い
　　　41.7%

結婚後も職に就き、
子どもが生まれた後
は家事や育児に専念
するのがよい
　　　5.2%

無回答
2.4%

結婚するまでは職に
就き、結婚後は家事
に専念するのがよい
　　　 3.0%

結婚して子どもがで
きても、職業を持ち
続けるのがよい
　　　33.2%

 
図２４ 女性が職業を持つことについて 

 

■女性が職業を持ち続けていく上での障害（n=844） 

 女性が職業を持ち続けていく上での障害については、「家事・育児の両立が難しい」

(38.7%)が最も高い。次いで、「子どもを預ける施設の数やサービスが不足している」

(25.7%)、「高齢者や病人介護がある」(8.6%)の順になっている。 

 

[n=844]

38.7

25.7

8.6

4.7

4.6

2.5

2.3

2.0

1.9

0.8

1.9

3.2

3.0

0 10 20 30 40 50

家事・育児との両立が難しい

子どもを預ける施設の数やサービスが不足している

高齢者や病人介護がある

育児・介護休業制度などを利用しにくい

家族の理解や協力が得にくい

職場に結婚・出産退職の慣行がある

昇進・昇給や教育制度に男女の不公平な取り扱いがある

女性はすぐ辞める、労働能力が劣るという考え方がある

女性自身の職業に対する自覚（意欲）が不足している

夫・妻に転勤がある

その他

特にない

無回答

(%)

 

図２５ 女性が職業を持ち続けていく上での障害 



 

16

■「スクエア２１･女性センター」を知っているか（n=844） 

 ｢スクエア２１・女性センター｣について、「施設を利用したことがある」(10.4%)は１割

程度となっている。一方、「施設があることを知らなかった」(45.7%)が４割半ばを占めて

いる。 

 

全　体
(n=844)

無回答
1.8%

施設があること
を知らなかった
     45.7%

知っているが
利用したこと
がない
　 42.1%

施設を利用した
ことがある
　  10.4%

 

図２６ 「スクエア２１･女性センター」を知っているか 

 

■参加したい・利用したいと思う講座・セミナー等（n=844：複数回答） 

 「スクエア２１・女性センター」の活動で、参加・利用したいと思うものは、「働く権利

の保障と環境の整備を啓発する事業（パソコン講座、起業セミナー、再就職支援講座など）」

(32.9％)が最も高く、次いで「男女共同参画を目標とした事業（市政に女性の意見を反映す

るための知識を得る講座、男性のための料理講座など）」(22.6％）、「相談事業（女性問

題相談、青少年子ども相談、消費生活相談など）」(18.2％)の順になっている。 

[n=844：複数回答]

働く権利の保障と環境の整備を啓発する事業
（パソコン講座、起業セミナー、再就職支援講座など）

男女共同参画を目標とした事業（市政に女性の意見を反映するた
めの知識を得る講座、男性のための料理講座など）

相談事業
（女性問題相談、青少年子ども相談、消費生活相談など）

男女共同参画社会への意識づくりを目標とした事業
（男女共同参画推進フォーラム､男女平等を啓発する講座など）

情報提供事業（情報資料の閲覧、貸し出しなど）

女性の人権の尊重と擁護を目標とした事業
（女性に対するあらゆる暴力をなくすための講座など）

性に関する女性の権利の確立と健康支援を目標とした事業
（健康支援や、性に関する権利を啓発する講座など）

特にない

無回答

32.9

22.6

18.2

12.2

11.8

6.9

5.3

30.9

3.9

0 10 20 30 40
(%)

 

図２７ 参加したい・利用したいと思う講座・セミナー等 
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■男女平等社会を実現させるために力を入れてほしいこと（n=844：複数回答） 

 男女共同参画社会の実現のために力を入れてほしいことは、「男女ともにライフスタイル

やライフステージに応じて柔軟な働き方を選択できる環境を整備する」(60.2％) が最も高

く、次いで「保育や高齢者・病人介護の施設やサービスを充実する」(53.9％）「女性の就

労機会を増やすことや、職業教育・訓練を充実する」(25.0％)の順になっている。 

 

[n=844：複数回答]

男女ともにライフスタイルやライフステージに応じて柔軟な
働き方を選択できる環境を整備する

保育や高齢者・病人介護の施設やサービスを充実する

女性の就労機会を増やすことや、職業教育・訓練を充実する

職場における男女平等な取り扱いについて周知徹底を行う

女性の生き方に関する情報提供や交流の場、相談、教育など
を充実する

男女平等を目指した法律・制度の制定や見直しを行う

女性を施策決定の場に積極的に登用する

女性を取り巻く社会的通念や慣習の中の偏見や差別を改める
広報活動を充実する

学校で男女平等教育を推進する

各国の女性との交流や情報交換など、国際交流を推進する

各種団体の女性のリーダーを養成する

無回答

60.2

53.9

25.0

17.1

16.9

16.4

16.2

14.7

12.3

7.8

4.7

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

 

図２８ 男女平等社会を実現させるために力を入れてほしいこと 
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【環境美化】について 

 

■環境美化推進地区を知っているか（n=844） 

 環境美化推進地区について、「知らない」(42.9%)が４割以上を占めている。次いで、「知

っている」(32.9%)、「場所は知らないが、聞いたことがある」(23.0%)の順になっている。 

 

全　体
(n=844)

知っている
32.9%

場所は知らな
いが、聞いた
ことがある
　23.0%

知らない
42.9%

無回答
1.2%

 

図２９ 環境美化推進地区を知っているか 

 

 

 

■喫煙禁止路線を知っているか（n=844） 

 喫煙禁止路線について、「知らない」(40.0%)が４割を占めている。次いで、「知ってい

る」(39.2%)、「場所は知らないが、聞いたことがある」(19.7%)の順になっている。 

 

全　体
(n=844)

無回答
1.1%

知らない
40.0%

場所は知らな
いが、聞いた
ことがある
　19.7%

知っている
39.2%

 

図３０ 喫煙禁止路線を知っているか 
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全　体
(n=531)

活動自体を
知らない
　42.0%

参加したいが
参加する時間
がない
    29.8%

参加したいが
参加方法がわ
からない
　  7.0%

興味がない
10.0%

無回答
0.2%

その他
11.1%

■府中市は環境美化の観点からきれいと思うか（n=844） 

 府中市は、「きれいだ」(14.5%)、「まあまあきれいだ」(63.9%)を合わせた『きれいだ

と思う』割合は８割近く(78.4%)を占める。また、「少し汚い」(10.0%)、「汚い」(1.5%)

を合わせた『汚いと思う』割合は１割程度(11.5％)にとどまっている。 

 

全　体
(n=844)

どちらとも
いえない
　8.9%

無回答
1.3%

汚い
1.5%

少し汚い
10.0%

まあまあ
きれいだ
63.9%

きれいだ
14.5%

 

図３１ 府中市は環境美化の観点からきれいと思うか 

 

 

■地域や市が開催する清掃活動に参加したことがあるか（n=844） 

 地域や市が開催する清掃活動への参加について、「参加したことはない」(62.9%)が６割

を超えている。次いで、「参加したことがある」(25.1%)、「参加したことはないが今後参

加したいと思う」(10.7%)の順になっている。 

 清掃活動に参加したことのない理由は、「活動自体を知らない」(42.0%)が４割を超えて

いる。次いで、「参加したいが参加する時間がない」(29.8%)、「興味がない」(10.0%)、

「参加したいが参加方法がわからない」(7.0%)の順になっている。 

 

全　体
(n=844)

無回答
1.3%

参加したこと
はない
　 62.9%

参加したこと
はないが今後
参加したいと
思う
　 10.7%

参加したこと
がある
　 25.1%

 

図３２ 地域や市が開催する清掃活動に              図３３ 清掃活動に参加したことのない理由 

参加したことがあるか  
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【環境問題に対する取組み】について 

 

■日常生活等における環境に関する取組み（n=844） 

 環境に関する取組みの中で「取り組んでいる」割合が高い項目は、「レジ袋や過剰包装の

辞退、食品トレイを使用しない「ばら売り」や「袋売り」の利用、詰め替え商品の購入に取

り組んでいる。」(45.0%)、「食べ残しや消費期限切れ等による廃棄食品の減量、生ごみの

堆肥利用などによるごみの減量に取り組んでいる。」(35.9%)、「エアコン温度の設定、シ

ャワーの使用時間の短縮、エコドライブなどの省エネ行動を実践するとともに、省エネナビ

の活用等による取組効果の見える化に取り組んでいる。」(35.8%)の順になっている。 

 一方、「まったく取り組んでいない」割合が高い項目は、「馬場大門のケヤキ並木の保全

や公園・緑地の清掃・管理に参加している。」(77.7%)、「多摩川・用水路・湧水などの水

辺環境や水質の調査、動植物などの自然環境調査に参加している。」(77.3%)、「環境保全

活動センターを積極的に活用し、情報収集やイベント等に参加している。」(60.2%)の順に

なっている。 
 

[n=844]

(a) 多摩川・用水路・湧水などの水辺環境や水質の
調査、動植物などの自然環境調査に参加している。

(b) 馬場大門のケヤキ並木の保全や公園・緑地の清
掃・管理に参加している。

(c) 地元農産物の利用を心掛けている。

(d) エアコン温度の設定、シャワーの使用時間の短
縮、エコドライブなどの省エネ行動を実践するとと
もに、省エネナビの活用等による取組効果の見える
化に取り組んでいる。

(e) 冷房設備に頼らず、敷地内の緑化による緑陰の
創出や、よしず・すだれ、緑のカーテンの活用、打
ち水を実践している。

(f) 自家用車の購入時には、低燃費自動車やハイブ
リッド自動車、電気自動車等を選択、検討してい
る。

(g) 住宅に太陽光発電システムや太陽熱利用システ
ム、高効率型給湯器を導入している、または導入を
検討している。

(h) レジ袋や過剰包装の辞退、食品トレイを使用し
ない「ばら売り」や「袋売り」の利用、詰め替え商
品の購入に取り組んでいる。

(i) 食べ残しや消費期限切れ等による廃棄食品の減
量、生ごみの堆肥利用などによるごみの減量に取り
組んでいる。

(j) 環境保全活動センターを積極的に活用し、情報収
集やイベント等に参加している。

(k) 子どもの環境活動を支援している。

18.4

35.8

23.2

27.3

7.0

45.0

35.9

6.5

36.4

35.0

27.5

9.4

30.9

30.3

10.2

6.3

12.1

14.0

14.8

26.5

16.8

10.8

15.9

14.5

24.8

10.4

9.1

7.9

9.4

14.5

7.2

10.3

19.0

77.3

77.7

5.2

21.2

55.6

3.9

5.6

1.2

0.9

2.3

2.8

3.2

2.4

3.7

4.7

14.1

14.1

16.9

41.6

15.5

16.6

60.2

2.8

2.4

2.0

2.1

3.0

6.3

2.0

2.1

2.5

2.5

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取り組んでいる たまに取り組んでいる どちらともいえない

あまり取り組んでいない まったく取り組んでいない 無回答  

図３４ 環境に関する取組み 
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【生物多様性地域戦略】について 

 

■生物多様性を知っているか（n=844） 

 「生物多様性」という言葉について、「大体の意味は知っている」(33.9%)が最も高い。

次いで、「初めて聞いた」(33.2%)、「聞いたことはあるが意味は知らない」(23.9%)の順

になっている。 
 

全　体
(n=844)

無回答
1.8%

初めて
聞いた
33.2%

聞いたことは
あるが意味は
知らない
　 23.9%

大体の意味は
知っている
　 33.9%

意味もよく
知っている

7.2%

 
図３５ 生物多様性を知っているか 

 
 

■府中を代表する自然は何だと思うか（n=844） 

 府中を代表する自然について、「馬場大門ケヤキ並木」(33.6%)が３割を超えて最も高い。

次いで、「寺社林（大國魂神社・高安寺など）」(15.2%)、「郷土の森公園」(12.9%)、「多

摩川」(11.4%)、「府中の森公園」(10.7%)の順になっている。 

[n=844]

33.6

15.2

12.9

11.4

10.7

3.6

2.5

2.4

1.8

1.4

0.8

0.5

0.5

0.2

0.9

1.7

0 10 20 30 40

馬場大門ケヤキ並木

寺社林（大國魂神社・高安寺など）

郷土の森公園

多摩川

府中の森公園

浅間山

緑道（下河原緑道や新田川緑道など）

多磨霊園

武蔵野公園

東京農工大学キャンパス

府中崖線

用水路（府中用水など）

四谷の田園

武蔵台緑地

その他

無回答

(%)

 

図３６ 府中を代表する自然 
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■生物多様性保全活動に参加したいか（n=844） 

 生物多様性保全活動への参加意識は、「内容によっては参加したい」(33.3%)が３割を超

えて最も高い。次いで、「参加したいが参加する時間がない」(17.4%)、「わからない」

(16.1%)、「あまり参加したくない」(13.9%)の順になっている。 

 「既に活動している」(0.5%)と『参加したい』を合わせると６割を超える。 

全　体
(n=844)

無回答
1.3%

わからない
16.1%

参加したく
ない
　 7.0%

あまり参加
したくない

13.9%

参加したいが
参加する時間
がない
　 17.4%

参加したいが
参加方法が分
からない
　 7.5%

内容によって
は参加したい
　 33.3%

ぜひ参加
したい
  3.1%

既に活動
している
0.5%

 

図３７ 生物多様性保全活動への参加意識 

 

 

■参加したい生物多様性保全活動（n=844：複数回答） 

 参加したい生物多様性保全活動は、「自然観察会」(28.0％)が最も高く、次いで「農業体

験」(23.3％)、「緑化活動」(21.9％)、「自然体験活動」(19.3％)、「清掃活動」(13.0％)

の順になっている。 

 

[n=844：複数回答]

28.0

23.3

21.9

19.3

13.0

12.3

11.3

10.9

8.9

7.9

3.8

6.3

0 10 20 30 40

自然観察会

農業体験

緑化活動

自然体験活動

清掃活動

生きもの調査

環境イベントヘの参加

講習会の参加

希少動植物保護活動

外来生物駆除

野生鳥獣対策

無回答

(%)

 

図３８ 参加したい生物多様性保全活動 
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【保存樹木制度】について 

 

■保存樹木制度を知っているか（n=844） 

 保存樹木制度について、「知らない」(48.9%)が半数近くを占めている。次いで、「知っ

ている」(28.1%)、「聞いたことがある」(20.7%)の順になっている。 

 

全　体
(n=844)

知らない
48.9%

知っている
28.1%

無回答
2.3%聞いたことが

ある
　 20.7%

 

図３９ 保存樹木制度を知っているか 

 

 

■「保存樹木奨励金制度」の今後の進め方について（n=844） 

 「保存樹木奨励金制度」の今後の進め方について、「現状のままでよい」(48.9%)がほぼ

半数を占めている。 

 次いで、「積極的に拡充していくべき」(40.0%)、「縮小していくべき」(4.1%)、「支援

をする必要はない」(3.3%)の順になっている。 

 

全　体
(n=844)

積極的に
拡充して
いくべき
40.0%

現状のまま
でよい
　48.9%

縮小して
いくべき
4.1%

支援をする
必要はない

3.3%

無回答
3.6%

 

図４０ 「保存樹木奨励金制度」について 
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■自宅敷地内の緑化のために推進するべき施策（n=844） 

 自宅敷地内の緑化のために推進するべき施策は、「樹木を剪定する費用の一部助成」

(23.8%)の割合が最も高い。 

 次いで、「通行人にわかりやすい表示板の掲出」(21.1%)、「樹木の専門家からの助言や

情報提供」(20.6%)、「市広報等による緑化推進ＰＲ」(18.2%)の順になっている。 

 

[n=844]

23.8

21.1

20.6

18.2

7.1

3.1

2.1

3.9

0 10 20 30

樹木を剪定する費用の一部助成

通行人にわかりやすい表示板の掲出

樹木の専門家からの助言や情報提供

市広報等による緑化推進ＰＲ

必要ない

保存樹木の指定基準の緩和による追加指定

樹木の保険制度の充実

無回答

(%)

 
図４１ 自宅敷地内の緑化のために推進するべき施策 
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